
(2) IDWR (Infectious Diseases Weekly Report Japan)に掲載された

ワクチン関連の情報抜粋 

a) IDWR 2001年 通巻第3巻第4号より 1988年から1993年にポリオ患者32人がエジプトの
～髄膜炎菌ワクチン� 27地区のうち8 地区から報告された。 最初に調べら

髄膜炎菌感染症とメッカ巡礼：英国CDR weekly れた分離株の抗原は全てワクチン株由来の特徴を示
2001年1月11日 していなかったが、1999年に行われた遺伝子配列の
英国予防接種諮問委員会(Joint Committee on 解析では、全ての患者からの分離株は経ロポリオワ

Vaccination and Immunization)は2000年のメッカ クチン(OPV)のセ ー ビン 2 型株に関連があること

巡礼者に関連した髄膜炎菌感染症の集団発生をうけ が判明した（遺伝子配列で93%�96%が一致）。 分析

て、英国からメッカ巡礼に参加する旅行者は従来の の結果、全ての患者が 1つの感染源から感染したこ
A、C群 2価ワクチンではなくA、C、Wl35、および とが示唆された。 ポリオウイルス野生株 1 型が広域
Y群の4価ワクチンを受けることを推奨している。 に流行していて、ポリオウイルスの汚染地域での

1987年のメッカ巡礼者に関連したA群髄膜炎菌感 OPVの接種率が低い時に、OPVから派生した2型株
染症の集団発生のあと、メッカ巡礼目的のサウジア の流行が発生した。OPVの接種率は1990年代半ばに
ラビア入国には髄膜炎菌ワクチン接種の証明書が必 徐々に増加し、1993年以降エジプトではポリオの伝
要となっており、 それ以来2000年まで大きな流行は 播は見られなくなった。【WER編集部注】OPV由来
抑えられてきた。 株や野生株の流行阻止や輸入例を防ぐためにも、ワ

2000年 3 月に英国PHLSがWl35群髄膜炎菌感染 クチンの接種率の低い地域では接種活動を強化する
症例の増加に気づき、その多くはメッカ巡礼者であ べきである。

ることが確認された。 疫学調査とWl35群髄膜炎菌

のPCRによる実験室診断により、2000年12月の終わ 我が国を含む西太平洋地域においては2000年京都
りまでに、 8 例の死亡例を含む45例がWl35群髄膜 でポリオの根絶宣言がなされた。 ポリオ野生株が世
炎菌の同じ株により集団発生をおこしたことが判明 界のいずれかの地域に存在する間はポリオワクチン
した。 7 例はメッカ巡礼者であり、22例は彼らとの の接種率を現状のまま維持していくことが重要であ
接触があり、16例には明らかな接触はなかった。 9 る。 ただし、 今後は経口生ポリオワクチン、 不活化
カ月にわたって流行が持続しているのは、以前のA ポリオワクチンの使用• 選択方法についても検討し
群髄膜炎菌の集団発生では認められなかった現象で ていかねばならない。 他項に日本ポリオ研究所橋爪

ある。 引士先生の不活化ポリオワクチン(IPV)に関する紹介
があるので是非ご参照いただきたい。

髄膜炎菌ワクチンにはA群単独、C群単独、AC群混

合、 ACYおよびW-135混合（四価）ワクチンがある c) IDWR 2001年 通巻第3巻第28号より
が、 我が国においては、 いずれのワクチンも輸入な ～ インフルエンザHAワクチン～

らびに国内製造はなされていないのが現状である。 平成13年度(2001/2002年シ ー ズン）インフルエン

流行地に渡航する場合、 国内で患者が発生した場合 ザHAワクチン製造株の選定について
の対応について検討をしておく必要があると考えら 国立感染症研究所ウイルス製剤部長 田代 罠人
れる。 厚生労働省健康局長の依頼に基づいて、2000年10

月から2001年4 月にかけて、国立感染症研究所にお
b) IDWR 2001年 通巻第3巻第5号より いて平成13年度(2001/2002年インフルエンザシ ー ズ

～ポリオワクチン～ ン） に使用されるインフルエンザHAワクチンのワ
ワクチンから派生したポリオウイルス 2型株の流 クチン製造株選定会議が4回開催された。 その際に、
行 エジプト：WHO/WER 2001年1月26日 2001年 2 月に開催されたWHOワクチン株選定会議
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